
 

 

 スパルタ国
こく

にレダという王妃
お う ひ

がいました。大神
おおがみ

ゼウスはレダをとても気
き

にいっていましたが、 

レダはゼウスのことを避
さ

けていました。 

ゼウスはレダに近付
ち か づ

くため、美
うつく

しい白鳥
はくちょう

に化
ば

けて会
あ

いに行
い

きました。レダは、白鳥
はくちょう

を気
き

にいり、

とてもかわいがりました。 

その後
ご

、レダは２つのたまごを産
う

みました。１つからは、カストルとポルックスというふたごの男
おとこ

の子
こ

が、もう１つからは、ヘレネとクリュタイネムストラというふたごの女
おんな

の子
こ

が生
う

まれました。 

ヘレネは人間
にんげん

の中
なか

で一番
いちばん

美
うつく

しいと言
い

われるほどの美女
び じ ょ

で、多
おお

くの国
くに

の王
おう

や王子
お う じ

たちが結婚
けっこん

したいと

彼女
かのじょ

のもとに訪
おとず

れました。あまりにもたくさん来
き

たので、人間
にんげん

の父
ちち

テュンダレス王
おう

は彼
かれ

らに「誰
だれ

がヘ

レネの夫
おっと

になっても、他
ほか

の者
もの

は彼女
かのじょ

の夫
おっと

が攻
せ

められた時
とき

に助
たす

ける」と誓
ちか

いをたてさせ、その中
なか

から、 

メネラオスを夫
おっと

に選
えら

びました。 

後
のち

に、カストルとポルックスが天
てん

にのぼり星座
せ い ざ

となったため（ふたご座
ざ

）、メネラオスが王
おう

に、ヘレ

ネが王妃
お う ひ

になりました。 

ある年
とし

、トロヤ国
こく

のパリス王子
お う じ

がやってきて、ヘレネと恋
こい

に落
お

ち、ヘレネをうばい去
さ

ってしまいま 

した。それを知
し

ったメネラオス王
おう

は、かつてのヘレネの求婚者
きゅうこんしゃ

を呼
よ

び、トロヤ国
こく

へ戦
たたか

いにいきまし

た。ギリシャとトロヤの戦
たたか

いは 10年間
ねんかん

も続
つづ

きました。これがギリシャ神話
し ん わ

で有名
ゆうめい

なトロヤ戦争
せんそう

です。 

はくちょう座
ざ

は、ゼウスがレダに会うために化けたときの姿
すがた

といわれています。 

 

 

夏
な つ

の星座
せ い ざ

  

８月
がつ

下旬
げじゅん

20時
じ

ごろ、こと座
ざ

のベガとわし座
ざ

のアルタイルと一緒
いっしょ

に夏
なつ

の大三角
だいさんかく

を作
つく

って

いる明
あか

るい星
ぼし

を見
み

つけよう。それがはくち

ょう座
ざ

のデネブだよ。デネブは十字
じゅうじ

のてっ

ぺんにある星
ほし

だよ。 

参考文書：小学館の図鑑NEO 星と星座 

星座
せ い ざ

絵
え

に 

色
いろ

を塗
ぬ

ってね！ 

夏
なつ

の大三角
だいさんかく

を 

作
つく

る星
ほし

の１つ 

「デネブ」という 

星
ほし

があるよ。 

南 半 球
みなみはんきゅう

にある 

南
みなみ

十
じゅう

字
じ

星
せい

と対照
たいしょう

に、 

「北
きた

十
じゅう

字
じ

」と 

よばれているよ。 

デネブ 


